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図書館OPACがさらに進化。「統合検索」が登場します！
図書館システムの新サービス①
検索画面
検索結果一覧画面
この部分に絞り込み候補
が表示されますので，ワ
ンクリックで絞り込むこ
とができます。
検索結果の並べ替えは
ここから。
図書・雑誌と論文を同時
に検索できます。
附属図書館のOPACをご利用でしょうか？
3月の図書館システム更新に伴いインターフェイスが変更されたOPAC。表紙画像が表示されたり，
背ラベルを分かりやすく表示するなど，以前より使いやすくなりました。
さらにこの夏，より資料を探しやすくする『金沢大学附属図書館 統合検索』が登場します。今号
では，この「統合検索」について ご紹介します。
1．「統合検索」では，検索対象となる資料が拡大していきます！
従来のOPACは，“図書”，“雑誌”，“視聴覚資料”の検索ができました。しかし，金沢大学で利用できる資料
はかたちのある資料だけではありません。電子ジャーナルや金沢大学学術情報リポジトリKURAの資料など，
インターネットで提供している電子的資料も一括して検索できれば便利ではありませんか？
「統合検索」では，“KURAに登録された論文”などの電子資料も同時に検索できるようになります。ここで
検索したKURAの研究成果は，そのままウェブ上で読むことができます。
現在も，“金沢大学で購読している電子ジャーナルのタイトル”，“金沢大学貴重資料リポジトリに登録され
た画像”についても一括して検索できるよう，開発を行なっています。
2．検索結果の絞り込みが容易になります。
検索結果の数が多いと絞り込むのに一苦労です。「統合検索」では，検索結果一覧の左側に，絞り込み候補
が表示されますので，クリック一つで絞り込んでいくことができます。より簡単に求める資料にたどり着くこ
とができるようになります。
（情報サービス課専門職員 守本 瞬）
金沢大学附属図書館 統合検索
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１．データベースで論文を検索し，
「金大 LINK」のボタンをクリック
５．利用者情報や依頼方法等を確認・
必要事項を入力して，依頼を実行！
２．「金大LINK」画面の「ILL文献複
写依頼を申し込む」をクリック
3．金沢大学IDでログイン
４．開いた依頼画面には，データベー
スの書誌情報が取り込まれています。
電子ジャーナルが
使えない…。
金沢大学には
所蔵がない…。
「金大LINK」からのILL文献複写依頼が便利になりましたI I
図書館システムの新サービス②
詳細表示画面
詳細画面は，これまでの
OPACとほとんど変更が
ありません。
この画面から，所蔵場所
や請求記号を確認した
り，予約したりできます。
は，金沢大学で契約している主要なデータベースで論文等を検索しているときに，表示されるリン
ク用アイコンです。このアイコンをクリックすると，目的の論文を入手するための様々な手段が表示されます。
4月以降，この「金大LINK」を通じて，データベースから文献複写の依頼画面への書誌データの取り込みが可
能になり，文献複写依頼が非常に便利になりました。以下では，「金大LINK」からの依頼方法をご紹介します。
＜依頼の流れ＞
※「金大LINK」の詳細については，こだま177号p.11
『 の使い方』を参照してください。
（情報サービス課自然科学系図書館係 舘 正裕樹）
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